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（１）戸田市スポーツ推進条例の検討について
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	会議結果
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・他市条例等資料


（会議の経過）

	発言者
	議題・発言内容・決定事項

	事務局
会長
事務局
会長
副会長
事務局
副会長

事務局
会長

事務局
会長
事務局
会長
委員
会長
事務局
委員
事務局
事務局

	会議次第１　開会
会議次第２　あいさつ
会議次第３　委員紹介
会議次第４　議事
それでは、議事に入る。

はじめに、「審議事項（１）戸田市スポーツ推進条例の検討について」事務局より説明願う。
審議事項（１）について説明

・戸田市スポーツ推進条例の構成案について説明。
・事務局作成の条例案イメージについて説明。

・スケジュール案について説明。
審議事項１について意見はあるか。
この条例に類するものはこれまでになかったのか。
戸田市生涯スポーツ都市宣言があるのみである。
なお、構成案については、他自治体や県条例を参考にスタンダードな形を示している。次回以降、内容を審議していくことも踏まえてご意見をいただきたい。
スポーツ推進条例の項目について、「スポーツ施設の整備等」の項目と併せ「スポーツ施設の活用」についても触れたほうが良いのではないか。整備のみならず、今ある地域資源を活用・運用していくことが重要である。

また、埼玉県やさいたま市の条例にはスポーツを使ったまちづくりが明記されているが、戸田市はまちづくりについてはどうしたいのか。まちの活性化にスポーツを組み込むのか否か。
次に、戸田市ではスポーツによる子どもの育成や小中学生の運動の場に関することについて、他で議論する場があるのか、ないならば審議会において話し合うべきではないか。「子どもの体力向上」等の項目について、条例構成案に組み込むのはどうか。

最後に、学校は数量的にも機能的にも重要な活かせる地域資源であると考える。部活動の地域移行においても、学校施設開放事業の「学校教育に支障のない範囲での開放」という部分で、休日の部活動をどう捉え、定義していくのか、併せて検討の必要がある。

学校施設開放事業は、現在のところ無償で貸し出しをしている。部活動地域移行については、県の動向を注視し、教育委員会とも調整ののち、学校教育に支障がない様に適切に開放できるようしていきたい。
また、スポーツによるまちづくりについては、提示のイメージ案においては、前文の中で触れているところであるが、ご意見を参考にさせていただく。
来年度、第１回審議会開催前に、本日の意見を踏まえ各委員宛に案を送付し、それに対するご意見を反映させ、条例案として次回会議で提示できるよう用意する。
続いて、審議事項（２）について、事務局より説明願う。
審議事項（２）について説明

・戸田市スポーツ賞の奨励賞受賞者について報告。
・戸田市スポーツ賞とは、国際的なスポーツ大会における活躍を通じて、戸田市のスポーツ推進に貢献した個人または団体に対し、その栄誉を称えることを目的とするものである。
・今回の受賞者は、昨年１１月にスペインで開催のminiGPワールドファイナル（オートバイ競技）で総合第３位となった市内在住の中学２年生であり、令和５年１月２５日にスポーツ賞授与式を行った。

受賞者は、とても素晴らしい成績であった。
160㏄以下の本大会が二輪競技の最高峰レースである。本大会はシニアのmotoGPに繋がる大会であり、今後の活躍も期待していきたい。

他に意見はあるか。
　地域部活動推進事業について報告。

・戸田市がモデル地区として認可され、新曽中学校がモデル校として認定され、２月で事業終了となった。
・埼玉県においても、中体連の大会について、学校部活動以外のチームも、一定の条件を満たせば参加できるようになった。令和５年度学校総合体育大会から参加でき、蕨戸田二市地区予選から出場することとなる。
・休日の部活動地域移行モデル事業実施の間は、スポーツセンターの利用調整等をお願いできたが、休日部活動が学校の管理下から外れた際の、施設確保等が今後の課題である。
・部活動の地域移行の最終目標は、中学生に限らず、小学生、地域住民も対象とした総合型地域スポーツクラブに近いような展開が望まれている。
・戸田市スポーツ推進条例においても、地域間・世代間交流や、関係団体の協力等の責務を記載してほしい。
・なお、休日の大会引率については、学校長の判断で、外部指導者に引率してもらうことも可能となった。

　以上、委員より報告があった。今後の進め方に注視したい。

　また、条例構成ではなく、項目の内容についてであるが、定義について意見したい。
「市民」について「在勤在住」を原則としているが、彩湖・道満グリーンパークなどは市外利用者が多い。市外利用者も含めて定義をしたほうが良いのではないか。
「戸田市自治基本条例」においても、「市民」を「関係する人すべて」としているように、条例上、広い定義を定めることも可能である。ご意見を踏まえて案を作成したい。
戸田市においても外国人住民の割合が増加しているため、外国人住民との交流に関する項目を入れるとよい。
外国人住民との交流等について「戸田市多文化共生計画」等が策定されているため、そちらも参考に条例案を作成していきたい。

　次回会議は別紙４のとおり、令和５年度７～９月頃を予定している。書面等で事前に各委員に意見を求める他、正副会長とも調整ののち、会議にて条例案を提示したい。
（他に意見がないため）以上でよろしいか。すべての議事を終了とする。

　以上で、令和４年度第２回戸田市スポーツ推進審議会を閉会する。

【閉　会】
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